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汚染水流れ図
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出典：東京電力ホールディングスHP 定期プレスリリース（たまり水報告）中の図を元に簡略化

１）原子炉内のデブリを冷却するため
に、原子炉建屋内の原子炉に水(淡
水）を供給している（Ⓑ）
２）冷却水は、デブリに接触すること
によって放射能に強く汚染される
３）デブリ接触汚染水は、地震時に発
生した建屋地下ピットの割れ目を通し
て流入する地下水と混ざり、①、②に
滞留する。
４）汚染水は「セシウム吸着装置」、
「淡水化装置」によってセシウムや塩
分が除去され、淡水は再び冷却水と
して原子炉に循環する。
５）流入地下水に相当する量Ⓐが
「ALPS]を通して、トリチウムを除く放
射性物質を除去された後、タンクに貯
蔵される。なお、Srについては「セシ
ウム吸着装置」の改良後に除去機能
が追加されている。この最終貯蔵汚
染水が2017年10月以降、100万トン
を超えている。



地下水・サブドレイン配置図

出典：東京電力ホールディングスHP

http://www.tepco.co.jp/decommision/planac

tion/sub-drain/index-j.html

地下水バイパス

１）山側から、大量に流れ込む地下水を汚染敷地の
上流で汲み上げ、直接海洋に放出する仕組み。こ
のことで、汚染敷地内を通過する地下水を減少させ
ることが目的。
２）しかしながら、建屋地下ピット内に流入する地下
水量の抑制にどの程度寄与しているかは不明。
３）汚染水を貯蔵しているタンク敷地内からの汲み
上げのため、タンクや配管からの漏えい等による汲
み上げ水の汚染が懸念される。

サブドレン
１）原子炉/タービン建屋の周囲に張り巡らせた地下
水汲み上げ井戸。浮力による建屋の浮き上りを防
止するために地下水位を一定レベル以下に保つこ
とが本来の目的。
２）現在は、加えて、地下水位調整に使用（高濃度
汚染水が流出しないよう、ピット内水位は常に地下
水位より低く保つ必要があるが、低過ぎると流入地
下水が増加する）。



汚染水発生量と貯蔵量推移
2016年

東京電力プレスリリース報告No. 235 239 243 247 251 255 259 263 267 271 275 279 283

測定日 日付 1/14 2/11 3/10 4/7 5/5 6/3 6/30 7/28 8/25 9/22 10/20 11/17 12/15

1900 42,383 42,411 42,439 42,467 42,495 42,524 42,551 42,580 42,607 42,634 42,663 42,691 42,719

差異 35 28 28 28 28 29 27 29 27 27 29 28 28

(1) デブリ冷却水 (m3/d)

1号機 108 108 105 106 106 106 106 106 106 101 101 101 98

2号機 108 101 103 106 101 103 103 103 103 103 106 107 108

3号機 103 101 102 108 106 106 106 106 105 101 101 106 106

合計 Ⓑ 319 310 310 320 313 315 315 315 314 305 308 314 312

(2) タンク貯蔵汚染水量

処理水（トリチウム含） ⑤ 590,682 609,230 618,399 623,806 633,890 647,529 657,946 668,352 677,426 685,018 688,649 697,116 706,014

Sr ALPS ④ 163,031 160,540 168,801 170,692 176,423 180,332 183,273 188,462 190,419 196,398 210,444 213,427 211,751

タンク貯蔵小計 ⑥=④+⑤ 753,713 769,770 787,200 794,498 810,313 827,861 841,219 856,814 867,845 881,416 899,093 910,543 917,765

貯蔵量変化（前回報告との差） 19,837 16,057 17,430 7,298 15,815 17,548 13,358 15,595 11,031 13,571 17,677 11,450 7,222

一日当たり換算 (m3/d) Ⓐ 567 573 623 261 565 605 495 538 409 503 610 409 258

(3) タンク容量

処理水（3H含） 611,600 625,100 633,100 633,100 650,600 658,600 667,900 680,700 686,600 698,300 700,700 714,800 732,400

Sr処理水 208,500 208,500 208,500 208,500 208,500 208,500 208,500 211,700 210,700 222,300 232,800 239,100 239,100

タンク容量小計 ⑦ 820,100 833,600 841,600 841,600 859,100 867,100 876,400 892,400 897,300 920,600 933,500 953,900 971,500

貯蔵率 ⑤/⑦ 0.92 0.92 0.94 0.94 0.94 0.95 0.96 0.96 0.97 0.96 0.96 0.95 0.94

(4) 

原子炉＋タービン ① 64,900 63,400 60,200 61,000 58,900 59,300 60,200 60,700 61,400 65,000 63,200 58,300 58,800

プロセス＋焼却炉 ② 19,870 22,040 18,560 21,680 17,270 14,490 11,930 8,040 9,280 17,740 20,270 19,650 18,350

③=①+② 84,770 85,440 78,760 82,680 76,170 73,790 72,130 68,740 70,680 82,740 83,470 77,950 77,150

(5) タンク＋建屋 (参考）

⑧=③+⑥ 838,483 855,210 865,960 877,178 886,483 901,651 913,349 925,554 938,525 964,156 982,563 988,493 994,915

貯蔵量変化（前回報告との差） 18,447 16,727 10,750 11,218 9,305 15,168 11,698 12,205 12,971 25,631 18,407 5,930 6,422

一日当たり換算 (m3/d) 527 597 384 401 332 523 433 421 480 949 635 212 229



汚染水発生量と貯蔵量推移
2017年



汚染水発生量と貯蔵量推移
2018年
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汚染水発生量と貯蔵量推移
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汚染水発生量と貯蔵量推移
3Ḱ

① タンク総貯水量⑥は6月14日現在で106万m3強、それにつれて貯蔵タンクの新設も続いており、鼬

ごっこの様相を呈している。貯蔵量はほぼリニアに増えており今後ともこの割合で増え続けると、

おおよそ3か月後（10月頃）には110万m3を超えると想定される。

② フランジ型タンクの解体作業は2015年5月27日から始まっているが、現在どのような状況か不明で

ある。

③ 新たな汚染水の発生量は2017年9月以降減少したが、2018年1月25日に130m3/dまで減った後は

増加傾向にある。現在も200m3/d前後の汚染水が発生（６月１４日時点で195m3/d）している。

2017年8月22日に全面凍結を開始したが依然として地下水の流入は続いており、凍土壁による完

全遮水という当初の計画は破綻している。

④ 相変わらず、建屋内汚染水の貯水量が一定しない。水位の調整が困難であることが窺える。また、

この建屋内貯水量の変動によって地下水流入量と汚染水発生量が一致しているという計算上の

前提に誤差が生じている。



地下水バイパス排出量

バイパス水の1日当

たりの量は大きく変
化していない（2018

年5月31日まで）が、
2015年以降、漸増し

ているように読み取
れる。概ね、250～
350ｍ３の間を上下し
ている。
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サブドレイン排出量

・くみ上げ総量は、2016年より2017年のほうが多くなっており、2018年も増加傾向にある。
・排出水に関する放射能の測定をしており、現時点では「検出されない（N/D）」と報告されている。
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